
令和５年度 年間学習指導計画 岩手県立金ケ崎高等学校

国語 科　　目 担　　当

１年 単 位 数 履修区分

１ 学習目標

２ 学習評価

ａ

ｂ

ｃ

３ 全体計画

ａ ｂ ｃ

5 ○ ○ ○
ａ　読書の意義と効果を理解したか
ｂ　内容の解釈を踏まえて粘り強く下人の行為を評価し、表現
の仕方を工夫して書こうとしたか

ノート
プリント

6

7

c　(全単元)粘り強い取り組みを行うとともに、自らの学習を調
整しようとしている

前期末考査

○

自分の記事を発表す
る

○

ノート
プリント

教　　科 現代の国語

履修学年 2

科目の評価の観点の趣旨

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けようとしている。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思い
や考えを広げたり深めようとしている。

知識・技能

思考・判断・表現

教 科 書『現代の国語』（第一学習社）

副教材等

語彙力を向上させ、文章を読み表現することによって現代の社会生活に必要とされる論理的に思考する力を育むよう指導する

評価の観点

普通科（必履修）

期 月
単元

(題材)

主体的に学習に取り組む態度

本当の自分幻想

羅生門

言葉を通して思いや考えを広げたり深めたりしながら言葉がもつ価値への認識を深めようとしている。読書に親しむことで自
己を向上させ我が国の言語文化の担い手としての自覚をもって言葉を効果的に使おうとしている。

9

○ ○

単元の評価規準 評価方法
評価の観点

前期中間考査

項目
(学習内容)

・内容や構成、論理の展開を
的確に捉え要旨を把握する
・文章に含まれている情報を
相互に関係づけながら、内容
を解釈する
・積極的に本文中に根拠を求
め、筆者の主張に対する自分
の考えを、表現の仕方を工夫
して書く

ａ　主題に至る論の構造を把握し、主張に説得力を持たせるた
めの論の展開について理解しているか
ｂ　主張と論拠、推論など、情報と情報との関係を理解してい
るか

さまざまな資料を読
む

・さまざまな形式の文章の特
徴や着眼点を整理して理解す
る

ａ　さまざまな形式の文章の特徴や着眼点を整理して理解でき
たか

･下人の行動や心理をもとに
場面の展開を捉え、老婆の語
る論理が下人の決断に与えた
影響を読み取る
・比喩などの修辞を理解する
・主張と論拠など情報と情報
の関係を理解する

ａ　情報を取捨選択してメモを作成できている
ｂ　読み手がわかりやすい内容になっている

4

･学習の手引きを参考に記事
をつくる記事をつくる

プリント

○ ○ ○

プリント
○○

前
　
　
期

○ ○ ○

・情報の収集
・問いの設定
レポートの作成

収集資料
ノート

レポート

ａ　文，話，文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理
解している
ａ　主張と論拠など情報と情報との関係について理解している
ａ　情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め
使っている

ｂ　目的や意図に応じて，実社会の中から適切な題材を決め，
集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して，伝えたいこ
とを明確にしている

8



ａ ｂ ｃ
期 月

単元
(題材)

単元の評価規準 評価方法
評価の観点項目

(学習内容)

４ 評点の観点別配点(考査以外も含む合計) ５ 授業や課題等に取り組む上での留意点

前期
中間

前期末 後期中間 後期末

ａ 30 30 30 30

ｂ 30 30 30 30

ｃ 40 40 40 40

計 100 100 100 100

1 現代の世論操作
･メディア社会に生きる
者として問題意識を持つ

○ ○ ○
ａ　内容や構成、論理の展開を的確に理解している
ｂ　自分の考えや事柄が的確に伝わるように工夫している

12
･敬語表現を意識した言
葉遣いを理解する

待遇表現

ノート
プリント

ノート
プリント

○○○

･対比の構造をてがかり
にして文章に含まれてい
る情報を関連付けて理解
する

不均等な時間

○○○

・論展開と筆者が論拠と
して上げる事例を理解す
る。

無彩の色

･筆者が主張する科学と
技術の違いを対比的に整
理し理解する

プリント
ノート

後期中間考査

11 ○

○○○

文化としての科学

後
　
　
期

※変更がある場合は、教科担任が事前に連絡します。

2

○知らない語句にであったら、必ず国語辞書で調べる習慣づけをしよう
○文章を読み、集中して考えることを大事にしよう
○語彙力を増やすことを意識して生活しよう

後期末考査

収集資料
ノート

レポート

○ ○

プリント
ノート

ａ　内容や構成、論理の展開を的確に理解している
ｂ　自分の考えや事柄が的確に伝わるように工夫している

ａ　相手や場に応じた表現が選択できるようになっている
b  積極的に敬語表現を理解し、学習課題に沿って敬語を使おう
としている。

ａ　対比的に整理し、現状における科学と技術の違いを理解し
ている
ｂ　文章の効果的な接続の仕方を理解している

10

ａ　内容や構成、論理の展開を的確に理解している
ｂ　自分の考えや事柄が的確に伝わるように工夫している


